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バンコク気候変動会議ハイライト  

2018年9月７日金曜日 

金曜日、バンコク気候変動会議の交渉が続けられ、PAWPが審議された。コンタクトグ

ループ及び非公式協議は、一日中会合を開催、下記の関係議題を議論した： 

技術； 

市場及び非市場手法； 

適応報告書向けのガイダンス； 

緩和の概念の下でのNDCs向けガイダンス； 

資金の予測可能性及び計算； 

透明性； 

実施及び遵守； 

グローバル・ストックテイク； 

PAWP項目追加の可能性 

 

午後、NDCs及び適応報告書の登録簿（単数または複数）に関する非公式合同協議が開催

された。緩和に関する非公式協議は夜遅くまで続けられた。 

SBI 

パリ協定の支援に関係する技術メカニズムの定期的評価の範囲及びモダリティ：非公式

協議で、締約国は、非公式ノートの新しい改訂版を歓迎し、非公式な非公式協議へと進ん

だ。締約国は、（この非公式な非公式協議の）結果について報告し、定期的評価の範囲に

関する2つの小パラグラフで意見が一致したと指摘した。さらに締約国は、この定期的評価

を気候技術センター・ネットワーク（CTCN）のレビューと関係づけるべきかどうか、ど

う関係づけるかを議論した。参加者は、共同進行役に対し、この非公式ノートを文書草案

に換える作業を委任し、これに短い手順上の決定書草案を付すよう求めた。非公式協議は、

午後も続けられた。 
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協定9.5条 (先進国の隔年事前資金報告)：共同進行役のEdmund Mortimer (オーストラ

リア)は、非公式ノートの改定バージョンを提示し、これはオプションをスリム化し簡素化

していると指摘した。ある開発途上国グループは、このノートは自分たちの意見を正確に

表しておらず、交渉の土台としては使えないと述べた。共同進行役が最も新しいノート改

訂版はその前のバージョンの付属書を実質的に変更するものではないと明言した後、全て

の締約国は、このノートを受け入れた。議論は、非公式な非公式協議で続けられる予定。 

 

NDCs及び適応報告書の登録簿：SBI議長は、合同の非公式協議の委任条件は具体的には

1回限りの合同会議でフォローアップ及び成果報告がないものだと報告した。同議長は、こ

の会議では一つの登録簿か二つの登録簿かの議論は避けるべきで、議長自身の協議で既に

合意されている下記の疑問のみを議論すべきだと述べた； 

 

モダリティに関し：技術設計面の必要条件に何か共通点はあるか？表形式（tabular 

format）で可能な構成は何か？ 

機能に関し：検索機能は必要か？ 

文書提出に関し：文書はどのように管理されるのか？ 

 

多数のグループ及び諸国は、適応報告書はそれぞれ独自の登録簿を有する少数のビーヒ

クルを通して転送可能と指摘した。 ある開発途上国グループは、NDC登録簿のみの設置

を支持し、この登録簿にはNDCsに組み込まれている適応報告を記載できると述べた。別

な開発途上国グループは、二つの登録簿を有するなら、緩和と適応の分画を確保できると

強調した。 

少数のグループ及び諸国は、検索機能を支持した。二つのグループは反対し、（そのう

ちの）一つのグループは、検索機能は特定の国が含まれるべきと暗示するものだとし、こ

れはNDCs及び適応報告書の交渉に予断を加える可能性があると指摘した。 

SBSTA 

技術枠組：非公式協議で、締約国は、新しい非公式ノートの改訂版を歓迎した。技術転

換の実施に関し、ある開発途上国グループは、技術メカニズムは次の設置に対するガイダ
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ンスを提供すべきだと提案した：目標、タイムライン、転換の計算方式、モニタリング及

び報告作成。この提案は括弧書きにされた。 

議論では特に次の項目にも焦点が当てられた：「内的技術（endogenous technologies）」

の促進；キャパシティ・ビルディングに関するパリ委員会(PCCB)について、その将来像が

決定されていないことから、これに特に言及するかどうか。 

非公式な非公式協議が午後に開催された。 

 

第6条 (市場及び非市場手法)に関係する問題：s): 協定6.4条(メカニズム)のベースライン、

追加性、範囲に関する非公式協議において、締約国は、成果の特性に関する意見を再度述

べた。一部のものは、6.4条の緩和成果は6.2条 (協力的手法)の下での明確な計算レジーム

の一環であるべきで、国際的に移動される場合はITMOsとしてカウントされるべきだと論

じた。 6.4条の緩和成果はホスト国のアカウントから引かれる必要があると論じる締約国

は、このことから緩和成果はホスト国のNDCsの対象である部門の中で発生する必要があ

ると理由づけた。これらの締約国は、必要な計算を可能にするためベースラインの作成を

支持した。他のものは、ベースラインの必要性に異論を唱え、6.4条は民間部門と購入者の

間の移転に関するものだと指摘し、6.2条の計算の対象とすべきでないと述べた。これらの

ものは、削減の追加性の方に目を向けるよう求めた。非公式な非公式協議が開催された。 

 

協定9.7条の下の公的干渉を通し提供される資金源の計算：締約国は、交渉文書の行ごと

の交渉を開始し、括弧書きについてコメントし、明確化をし、文章を追加した。想定条件、

定義づけ、手法論の下、少数の開発途上国グループは、資金に関し報告する締約国の範囲

を拡大するとの提案に、懸念を表明した。少数の国は「新しく追加的な（new and additional）

資金への言及保持の重要性を強調した。ある先進国グループは、ある先進国の支持を得て、

地域プロジェクトに対する資金を国ごとに分散して特定し、報告するのは運用上不可能で

あると強調した。共同進行役は、いかなる資料も削除する、もしくは合体することなく、

文書草案の新しい改訂版を作成する予定である。 

APA 

適応王国書：非公式協議で、締約国は、共同議長のツールの改訂版を審議し、序文、目

的、原則に焦点を当てた。一部の先進国は、これらのセクションの必要性を疑問視したが、
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ある開発途上国グループは、「文章なし（no text）」というオプションは受け入れられな

いと述べた。ある開発途上国グループは、改定され、スリム化された序文及び目的に関す

る文章を作成したと強調した。目的に関し、一部の先進国は、明確さ、透明性、理解への

言及を含めることに異議を唱え、ここでの表現はNDCの議論で用いられていると指摘した。

目的について議論する非公式な非公式協議が開催された。  

 

適応基金以外の更なる問題：ここでの議論の中心は、PAWPへの追加問題の可能性であ

った。 

MDC調整（協定4.1条）に対するガイダンスに関し、ある先進国グループは、この問題

に関しては、2020年のCMA 3での決定に向け、SBSTAで審議するようAPAが推奨するこ

とを提案した。ある先進国は、このオプションをAPA共同議長の改定されたツールに加え

るよう要請した。 

    損失と損害に関し、締約国は、CMA 1で「この問題を取り上げる（take the matter 

up）」よう求める会合期間中の提出文書について議論した。少数の先進国は、この問題は

既に既存のメカニズムで審議されており、追加提案をする必要はないと述べた。 

    隔年の資金情報報告（協定9.5条）のモダリティに関し、二つの諸国グループは、CRP

ｓを提出する予定であると報告した。 

    新しい集団の資金目標設定に関し、ある開発途上国グループは、他の三者の支持を

得て、新しい資金目標を、2023年まで審議し、承認を得るプロセスについて、その開始を

提案するCRPを提出した。少数の先進国グループは、この提案に反対し、プロセスについ

て決定するのは早すぎると述べた。締約国は、非公式な非公式協議で議論を続けるかどう

かで合意できなかった。 

    資金メカニズムの運用機関に対する初期ガイダンス、及びLDCF及びSCCFへのガイ

ダンスについて、事務局は、CMA 1にガイダンスを提供しない場合の影響に関し助言した。 

 

決定書1/CP.21 (パリ会議成果)の緩和セクションに関係する追加ガイダンス:参加者は二

回の非公式な非公式協議の結果に関し報告し、計算（accounting）での進捗に注目したが、

一方で決定書草案文書の概要は論議を呼んだ。一部の開発途上国及びグループは、概要

(outline)にNDCsの対象範囲に関するセクションを含めるとの提案を含め、自分たちの意見
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が審議から「外された（blocked）」と考えた。他の諸国及びグループは、共同議長のツー

ルの文書草案はSB 48-1での長時間の交渉の産物であることを想起し、概要に関する実質

的な審議に参加するよう促した。共同進行役のFederica Fricano (イタリア)は、議論内容を

ツールに付する文書、またはツールとは別の文書に記載することを提案し、更なる非公式

な非公式会議の機会を提供した。議論は夕方も続けられた。 

 

グローバル・ストックテイク：午前中の非公式協議で、共同進行役のOuti Honkatukia (フ

ィンランド)は、合体可能なオプションの概要について説明し、締約国の多くもこれを支持

した。締約国は、技術フェーズ(活動B)のモダリティに関する一般的なコメントを提供した。

一部のものは、活動Bの目的を特定するユーティリティーについて質問したが、別なもの

は、これを進展の技術評価と特定することの価値を指摘した。少数の開発途上国は、

CBDR-RC及び衡平性への言及を支持した。ある開発途上国グループは、他の開発途上国

の支持を得て、衡平性指標にのみ言及することを提案し、ある国は、この指標についてグ

ローバル・カーボン・バジェットの配分など、原則または基準の近似値であると指摘した。

少数の先進国は、衡平性は活動Bの独立した部分であるべきではないと述べた。 

午後、参加者は、モダリティ全体での要素について考察した。少数のものは、共同議長

のツールで提案される指針となる疑問はタラノア・ダイアログで検討されたものと同一だ

が、グローバル・ストックテイクは、ダイアログの繰り返しであってはならないと述べた。

ある先進国は、このツールは「かなり軽い感じ（much lighter touch）であるべきだと述

べ、これは必要なものの多くが既にパリ協定に記載されているからだと述べた。この代表

は、モダリティ全体の要素を記載するパラグラフの大部分を削除するよう提案した。 

 

透明性枠組：非公式協議で、締約国は、NDCの実施及び達成の進捗状況を追跡する上で

必要な情報について、一般的なコメントを提出した。二つの開発途上国グループは、透明

性枠組はNDCsの計算に関する議論から情報を得るべきであり、その明確性、透明性、理

解を促進する情報の議論からも情報を得るべきだと述べた。一部の先進国は、これら二つ

の議論を区別し、NDCの議論はNDCの内容の可能性に関するものであり、透明性枠組は進

捗状況を追跡するものだと述べた。他のものは、5条の下での市場に関する議論との結びつ

きを指摘した。非公式な非公式協議が続けられる予定。 
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実施を推進し遵守を促進する委員会：非公式協議で、締約国は、共同議長のツールの新

しい改訂版を歓迎し、イニシエーション、プロセス、計測とアウトプット、及び範囲に関

する、更新された内容について審議した。 

締約国は、その後、次の項目に関するインプットを提示した：目的、原則、特性；機能；

制度アレンジ及び範囲。議論の中心となったのは、どの要素が決定書文章に保持されるべ

きか、及びどれを委員会による決定まで先送りすべきかであった。ある開発途上国グルー

プは、多くのものの支持を得て、次のセクションを完全に削除するよう提案した：範囲；

機能；目的、原則、特性。数か国の開発途上国はこれに反対した。多数のものは、これら

のセクションを協定15条の原文複写で置き換えることを提案した。制度アレンジの下では、

どの要素を保持すべきかで意見が分かれた。 

夕方、非公式な非公式協議が開催された。 

廊下にて 

象で有名な国において、締約国は、金曜日、締約国にとっても象のように大きな課題に

直面した、このことは、PAWPの要素をまとめた文書が300頁を超えていることでも明ら

かである。この文書は、カトヴィチェでのPAWPの成果について、その内容だけでなく、

形式についても話を引き出し、非公式協議では、議長職オフィサーがここでの疑問を追及

した。緩和と適応のバランスや資金の予測可能性に関する意見の違いをどう解決するか、

疑問が大きく見えかくれする中、一部のものは、カトヴィチェのCOPでの他の重要な側面

も同じようにはっきりしないままなのではないかと心配した。正式に議題とされたわけで

はないが、次期議長がタラノア・ダイアログの政治フェーズや10月のプレCOP、この会議

で予定されている多様なハイレベル・イベントをどう扱う予定か、疑わしいことから、一

部のものは、全ての項目をどうまとめていくのかと首をかしげていた。再度のモンスーン

の夕方、参加者は非公式協議の席に着いたが、一部のものからは、「早く雲が晴れてくる」

ことを希望する声が聴かれた。 
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Masthead: (Note: On your translations, you may include reference to your name in the 

third line just before where it says: “The Digital Editor is Kiara Worth.” (i.e. Arabic 

translation by Noha Haddad. Or Chinese translation by Qi Yue. Or Japanese translation 

by GISPRI?.) We do this with our French translations. 

This issue of the Earth Negotiations Bulletin © <enb@iisd.org> is written and edited by Jennifer 

Allan, Ph.D., Katherine Browne, Aaron Cosbey, Dina Hestad, and Mari Luomi, Ph.D. Japanese 

translation by Global Industrial and Social Progress Research Institute (GISPRI). The Digital 

Editor is Kiara Worth. The Editor is Pamela Chasek, Ph.D. <pam@iisd.org>. The Director of IISD 

Reporting Services is Langston James “Kimo” Goree VI <kimo@iisd.org>. The Earth Negotiations 

Bulletin is published by the International Institute for Sustainable Development. The Sustaining 

Donors of the Bulletin are the European Union (EU) and the Kingdom of Saudi Arabia. General 

Support for the Bulletin during 2017 is provided by the German Federal Ministry for the 

Environment, Nature Conservation, Building and Nuclear Safety (BMUB), Italian Ministry Ministry 

of the Environment and Protection of Land and Sea, Japanese Ministry of Environment (through 

the Institute for Global Environmental Strategies - IGES), New Zealand Ministry of Foreign Affairs 

and Trade, Swedish Ministry of Foreign Affairs, Government of Switzerland (Swiss Federal Office 

for the Environment (FOEN), and SWAN International. Specific funding for coverage of this meeting 

has been provided by the EU, the Kingdom of Saudi Arabia, the Ministry of the Environment and Protection of 

Land and Sea of Italy, and the Austrian Federal Ministry for Agriculture, Forestry, Environment and Water 

Management.Funding for translation of the Bulletin into French has been provided by the 

Government of France, Québec, and the Institute of La Francophonie for Sustainable 

Development (IFDD), a subsidiary body of the International Organization of La Francophonie 

(OIF). The opinions expressed in the Bulletin are those of the authors and do not necessarily 

reflect the views of IISD or other donors. Excerpts from the Bulletin may be used in 

non-commercial publications with appropriate academic citation. For information on the Bulletin, 

including requests to provide reporting services, contact the Director of IISD Reporting Services 

at <kimo@iisd.org>, +1-646-536-7556 or 300 East 56th St., 11D, New York, NY 10022 USA. The 

ENB team at the Bonn Climate Change Conference - November 2017, can be contacted by e-mail 

at <jennifera@iisd.org>. 
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主要用語： 

 

 日本語 

ENB Report | SB 48-2 | 4-9 September 2018 | 

IISD Reporting Services 

ENBレポート | SB 48-2 | 2018年 9月 4-9

日 | IISDレポート・サービス 

IISD Reporting Services, through its Earth 

Negotiations Bulletin (ENB) Meeting Coverage, 

will cover the Bangkok Climate Change 

Conference - September 2018, from 4 to 9 

September 2018, from the UN Conference 

Centre (UNCC) in Bangkok, Thailand 

IISDレポート・サービスのアース・ネゴシエー

ション・ブレティン（ENB）による会議カバレ

ッジは、 2018年 9月 4日から 9日、タイのバ

ンコクにある国連会議センター(UNCC)から、

2018 年 9 月のバンコク気候変動会議のカバレ

ッジを行う予定。 

IISD Reporting Services, through its Earth 

Negotiations Bulletin (ENB) Meeting Coverage, 

is covering the Bangkok Climate Change 

Conference - September 2018, from 4 to 9 

September 2018, from the UN Conference 

Centre (UNCC) in Bangkok, Thailand 

IISDレポート・サービスのアース・ネゴシエー

ション・ブレティン（ENB）会議カバレッジは、

2018年 9月 4日から 9日、タイのバンコクに

ある国連会議センター(UNCC)から、2018年 9

月のバンコク気候変動会議の報告を発行中。 

Earth Negotiations Bulletin, Meeting Coverage, 

SBSTA, SBI, APA, Paris Agreement Work 

Programme, PAWP, Article 6, Nationally 

Determined Contributions, NDCs, Adaptation, 

Finance, Technology, Capacity Building, 

Katowice, COP 24, Bangkok Climate Change 

Conference - September 2018, from 4 to 9 

September 2018, UN Conference Centre 

(UNCC), Bangkok, Thailand, SB 48-2, ENB, 

IISD Reporting Services, International 

Institute for Sustainable Development 

アース・ネゴシエーション・ブレティン、会議

カバレッジ、SBSTA、SBI、APA、パリ協定作

業計画、PAWP、第 6条、国家決定貢献、NDCs、

適応、資金、技術、キャパシティビルディング、

カトヴィツェ、COP 24、バンコク気候変動会議 

－ 2018年 9月、2018年 9月 4日から 9日、

国連会議センター(UNCC)、バンコク、タイ、

SB 48-2、ENB、IISD報告サービス、国際持続

可能な開発研究所 

Earth Negotiations Bulletin (ENB) アース・ネゴシエーション・ブレティン 

Volume 12 Number 727 | Tuesday, 4 

September 2018 

12巻 727号 |2018年 9月 4日火曜日 

Wednesday, 5 September 2018 2018年 9月 5日水曜日 

Thursday, 6 September 2018 2018年 9月 6日木曜日 

Friday, 7 September 2018 2018年 9月 7日金曜日 



   
Earth Negotiations Bulletin 

The International Institute for  
Sustainable Development 
http://enb.iisd.org/climate/sb46/enb/ 
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(一財)地球産業文化研究所 
Global Industrial and Social 
Progress Research Institute 
http://www.gispri.or.jp 

Institute for Global 
Environmental Strategies 
http://www.iges.or.jp 

Saturday, 8 September 2018 2018年 9月 8日土曜日 

Sunday, 9 September 2018 2018年 9月 9日日曜日 

Languages: English/French/Japanese 言語：英語／フランス語／日本語 

Visit our IISD/ENB Meeting Coverage from 

Bangkok, Thailand, at: 

http://enb.iisd.org/climate/sb48-2/ 

タイ、バンコクからの IISD/ENB会議カバレッ

ジ は 下 記 参 照 ： 

http://enb.iisd.org/climate/sb48-2/ 

Having trouble viewing this email? Please try 

our Browser Version  

このメールの閲覧で問題ありますか？ブラウザ

ー・バージョンをお試しください。 

Forward to a Friend 友達に転送 
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2018年 9月 － 第 1号 

 

 

 


